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厚生労働省 健康・生活衛生局がん・疾病対策課

都道府県における腎疾患対策の取組紹介
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第４回腎疾患対策及び糖尿病対策の
推進に関する検討会

令和５年９月28日

参考資料２



北海道におけるCKD対策の取組み（普及啓発）

○住民向け講演会の開催 ○世界腎臓デー啓発パネル展の開催

相談会

北海道で設置している慢性腎臓病対策連絡会議と患者会や関係団体等と連携し、世界腎臓デーに合わせ開催。

集合＋オンデマンド配信による開催

パネル展



群馬県におけるCKD対策の主な取組み

１、慢性腎臓病対策推進協議会

２、研修会
・オンラインで支援者向けの研修会を実施

３、「健康フェスタ～腎臓を大切に！！！～」の開催
・県内ショッピングモールで、パネル展示や動画投影などを実施

４、県民公開講座
・講演と「腎臓何でもQ＆A（パネルディスカッション）」を開催

５、啓発動画の配信
・県公式YouTubeチャンネルtsulunos（ツルノス）にて、CKD予防啓発動画
を公開
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埼玉県におけるCKD対策の取組み

⚫ 埼玉県の糖尿病性腎症の概要

図２ 糖尿病性腎症重症化予防に取り組む市町村数

出展：日本透析医学会、わが国の慢性透析療法の現況2015～2020 出展：埼玉県庁健康長寿課調べ

⚫ 埼玉県の取組み

令和３年実施 「企業及び自治体における特定保健指導に関する取組について」
（糖尿病重症化予防の重要性について講義を実施）

令和４年実施 「「簡単！」「これなら！」から行動変容を促す食生活支援の実際」
（保健指導指導者を対象として、血糖値の高い者に対する食事指導法に関する研修会を開催）

令和５年予定 「CKDについて」
（保健指導指導者を対象として、慢性腎臓病を予防するポイント、注意すべき検査値等に
関する研修会を開催予定）

特定健診・特定保健指導従事者スキルアップ研修

図１ 合併症患者数（糖尿病性腎症による年間新規透析導入患者数）



東京都におけるCKD対策の取組み

普及啓発

⚫ CKDに係る基本的な情報を掲載し、

医療機関から患者に配布

⚫ かかりつけ医向けとして、専門医へ

の紹介基準を掲載し、適切な紹介タ

イミングについての理解を促す

⚫ 配布先：病院・診療所（内科等を標

榜）、医師会、区市町村・保健所

ホームページ「ほっとけないぞ！CKD」の運営

東京都特殊疾病対策協議会腎不全対策部会の開催

リーフレット「ほっとけないぞ！CKD」の配布

⚫ 慢性腎臓病対策の推進について検討を行う。

⚫ 原則、年１回開催

⚫ 専門医、都医師会、関係行政関係者を委員とする。

患者向け講演会の開催（患者団体と共催）

⚫ 年１回開催

⚫ 専門医等を講師として、患者・家族向けに、CKDについて

や、食事療法についての講演会を実施

目的：CKDの予防について普及啓発を行うとともに、CKD患者の早期発見、早期治療により重症化・人工透析導入防止を図る。

⚫ ステージに応じた糖尿病・腎臓病の

専門医によるアドバイスや糖尿病や

高血圧などＣＫＤの要因等を掲載

⚫ 血液検査の結果を入力すると、腎機

能の状態（ＣＫＤのステージ１～

５）を調べることができる

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/

shippei/ckd/

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/shippei/ckd/


神奈川県におけるCKD対策の取組み



新潟県におけるCKD・糖尿病対策の取組み

【目的】
CKD対策と糖尿病対策を統合し、関係者で効率的・効果的にCKD・糖尿病の早期発見・重症化予防の取組を推進していくため、腎臓

専門医、糖尿病専門医、関係機関等による検討を実施する。
【R4事業実績】
① 新潟県慢性腎臓病（CKD)・糖尿病対策推進協議会：CKDや糖尿病に関する医療連携体制の構築等の専門的事項について検討し、
本県におけるCKD・糖尿病対策の取組方針の決定、取組の評価を行う

② 新潟県慢性腎臓病（CKD)・糖尿病対策推進ワーキング：主に普及啓発及び保険者・かかりつけ医における早期発見・重症化予防
の推進に関する検討を行う

③ 新潟県慢性腎臓病（CKD)・糖尿病地域連携推進部会：主に地域における医療連携体制の構築及び保険者における糖尿病・CKD対
策従事者の人材育成に関する検討を行う

生活習慣病等重症化予防事業

【目的】
地域におけるCKD・糖尿病対策を推進するため、地域糖尿病・CKD協力医の養成、CKD・糖尿病対策関係者の育成を目指した研修を

開催する。また、地域における連携体制を目指し、地域機関において会議・研修等を開催する。
【R4事業実績】
① 地域糖尿病・CKD協力医養成研修：医師を対象。ハイブリッド及び録画配信による開催。

＊新潟県地域糖尿病・CKD協力医 96名（R5.3末）
② 地域糖尿病・CKD協力医フォローアップ研修：当課主催及びその他共催研修を実施。
③ 慢性腎臓病（CKD)・糖尿病対策研修：市町村、地域機関職員等を対象。オンライン開催。
④ 地域慢性腎臓病（CKD)・糖尿病対策連携事業：地域機関で会議、研修等を実施。

生活習慣病重症化予防ネットワーク事業

【課題】
•従来、糖尿病対策とCKD対策と分けて実施していたが、市町村、
地域機関では、同じ担当者が両方の対策を担っており、効率化
が必要。

•糖尿病性腎症重症化予防の取組では、糖尿病専門医と腎臓専門
医双方との連携が重要であり、双方の視点からの連携体制構築
の検討が必要。

【今後の方向性】
課題の解決に向け、CKD対策と糖尿病対策を統合し、関係者で効
率的・効果的にCKD・糖尿病の早期発見・重症化予防の取組を推
進していく。

「取組の重なる部分＝糖尿病性腎症重
症化予防」について、CKD対策、糖尿
病対策双方の視点で検討することによ
り、効果的な取組の推進につながる

CKD
対策

糖尿病性
腎症重症
化予防

糖尿病
対策



〇保険者を対象とした糖尿病重症化予防セミナーの開催（国保連合会と共催）
講師：糖尿病専門医、腎専門医
内容：専門医からの講義、事例検討会

〇世界糖尿病デー・日本糖尿病週間にあわせた県有施設のブルーライトアップ
〇糖尿病に関する講演会の開催（NPO法人腎友会に委託）
・糖尿病重症化予防に関する講義、透析患者の体験談

〇図書館とのコラボによる「糖尿病に関する展示」
・糖尿病に関するパンフレットや世界糖尿病デーのポスターの掲示と糖尿病に関する図書の展示

〇富山県透析患者等発生予防対策協議会の開催
糖尿病、慢性腎症による透析患者等の発生予防を図るため、かかりつけ医と専門医療機関、医療と

保健との連携体制の構築・強化のための協議会を開催
構成員：腎専門医、糖尿病専門医、県医師会・郡市医師会、関係機関、医療保険者 等

協議事項：富山県における糖尿病対策事業について
富山県糖尿病性腎症重症化予防マニュアルの運用状況について
医療連携体制及び保健・医療の連携体制の推進について 等

富山県におけるCKD対策の取組み（糖尿病対策と連動した取組み）

普及啓発

医療連携体制の推進

人材育成

【事業の課題・背景】
・富山県における糖尿病性腎症を原因とする人工透析導入患者は約4割を推移し、減少に至っていない。
・そのため、患者および一般県民に対し、CKD対策の普及啓発を行うとともに、糖尿病重症化予防のための医療連携体制を整備し、CKD
の重症化防止と透析患者の発生予防を図る。





山梨県におけるCKD対策の取組み ～コロナ禍での普及啓発～

⚫ 山梨腎臓内科医会と連携した取組

⚫ 各テーマ１０分程度で動画を作成

⚫ 腎臓専門医、腎臓病療養指導士、保健師、看護師など、多職種が専門
分野を担当

⚫ リーフレットは市町村、医療機関、健診機関、保険者等へ広く配布す
るとともに、県ホームページからもダウンロード可能とした

⚫ 今後も新たなテーマで作成し、随時、YouTubeで公開予定
（https://www.youtube.com/playlist?list=PLnGnmWJOTSr5EjhAjDSaBxTPrbJ03uYJ0）

⚫ やまなし健康経営優良企業１４６社の健康づくりの窓口となる方へ、
２週間ごと、７つのテーマでメールマガジンを配信

⚫ 情報提供の内容は１分程度で読める文章量とし、添付ファイルを開
かなくても上記資料が見える形にするなど、工夫してメールを送付

⚫ 会社を通じた取り組みにより、普段アプローチが難しい働く世代や
男性へ情報を届けることができた

【参考】CKDについて「聞いたことはある」「症状や病状、進行するとどのような

状態になるか、予防方法のうち１つわかる」「２つ以上わかる」と回答
した者の割合（実施前） 26.0％ →（実施後）91.8％

目的 働き世代の県民が、ＣＫＤの予防のための適切な生活習慣を
維持したり、そのための取組を企業がサポートしたりできる

目的 県民が正確でわかりやすい情報を得ることで、
予防行動がとれる
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静岡県におけるCKD対策の取組

〔CKD研修会〕（令和４年度）
対象：県内の保険者及び市町の保健指導実務者等（302人が参加）
目的：慢性腎臓病、糖尿病性腎症及び末期腎不全を理解し、効果的な保健指導ができるよ

う実務者のスキルアップを図ること
内容：静岡県糖尿病等重症化予防対策検討会の委員に講師を依頼し、「慢性腎臓病の基礎

知識と保健指導のポイント」についての講義を実施した。
行政報告として、静岡県糖尿病等重症化予防対策検討会における検討結果の報告を
担当から説明した。

〔静岡県慢性腎臓病対策協議会〕（令和４年度）
県内の各地域におけるCKD対策の現状について、腎臓病専門医から報告を受け、県全
体としての今後の取組等を検討した。
今後、病診連携の推進や災害対策について、取り組む必要があるとの意見があっ
た。



三重県におけるCKD対策の取組み

◎COVID-19の影響で令和2年度より慢性腎臓病対策県民公開講座の開催を見送り、以下

の啓発活動を実施しました。

令和２年度：世界腎臓デーに合わせて新聞折込チラシによる周知活動

令和３年度：患者さん医療関係者のコミュニケーションツールとしてCKDシール、チラシ

ポスターを作成し、三重県医師会、三重県薬剤師会等を通じ医療機関や薬局

等へ配布

令和４年度：CKDシールやCKD説明資料の積極的な活用とともに、CKDシールをモチーフ

にしたデザインの缶バッチを作成し、医療従事者等による啓発を実施

①新聞折込広告を222,500

部配布、同内容のポスターも

作成し世界腎臓デーに合わせ

て啓発

②CKDシールを100,000枚

作成、チラシやポスターと共

に県内各施設に配布

① ②



兵庫県におけるCKD対策の取組み

○ シンポジウムの開催（NPO法人兵庫県腎友会と共催）

慢性腎臓病(CKD)に関する正しい知識の普
及啓発を図るため、一般県民、医療関係者、
糖尿病患者・家族、透析患者・家族の皆様
を対象としたシンポジウムを開催

➢ 平成21年度から県内各地域で開催
［直近５年間の開催状況］

平成30年度：西宮市（阪神南地域）

令和元年度：（コロナにより中止）

令和２年度：赤穂市（西播磨地域）

令和３年度：丹波篠山市（丹波地域）

令和４年度：養父市（但馬地区）



岡山県におけるCKD対策の取組み

■ 事業目的

岡山県の人口1000透析導入患者数は、2017年0.35人→2020年0.37人とほぼ横ばいであり（岡山県の透析
患者数の分布と推移に関する分析より） 、人あたりの新規2020年の新規透析患者の平均年齢は約70.7歳
で、透析導入患者の保険の種類は後期高齢者医療広域連合が約50％を占めている。

75歳以上へ移行してからの透析導入が多く、透析導入の原因となる糖尿病をはじめとして疾患の多くは10
年近いスパンをもって腎疾患を引き起こすことから、国保被保険者への腎不全予防の対応が急務である。
また、市町村によって現状や課題が大きく異なる上に、分析結果を事業に効果的に生かす事ができていな
いと感じている市町村も多いことから、ＫＤＢシステムを活用した医療費、特定健診結果等保健事業の分
析・評価、医療費が高額となる透析治療患者の現状分析を実施、特に地域毎の特性を分析し、個別の助言
を行うことで、新規透析導入患者数の減少を目指す。

■ 事業内容
〇実施方法：岡山大学へ委託

１月に1回程度、岡山大学及び県医師会との定例会議を開催し、

事業内容の検討や事業評価を実施。

（１）医療費等の分析・評価

（２）透析治療患者の現状分析

（３）医療費分析研修会の開催

（４）保健指導用資材の作成

（５）CKD重症化予防に係るモデル事業

① 重点地区におけるCKDネットワーク構築

② CKD研修会（医師、コメディカルを対象）

③ モデル市町村への指導・助言

■ 結果及び効果

（1）（2）2021年度の分析結果

・国保の透析患者数は2,106名であり、国保人口の0.6％であった。また、国保の透析患者の医
療費総額は100億円（入院医療費27億円、外来医療費73億円）であり、透析をしていないCKD
患者と比べて、外来医療費が入院医療費より高額である。また、一人あたりの医療費は482万
円と、透析を行っていないCKD患者の約15倍である。

・透析を行っていないCKD患者の数は、34,199人であり、国保患者の9.4％であった。併存疾患
は、高血圧、脂質異常症、糖尿病が約50％、高尿酸血症、虚血性心疾患、脳血管疾患、悪性
新生物は約10～15％である。

（3）第1回目は、新任者向けの内容（CKD事業の概要、KDBシステムの活用法、CKDの基礎知
識等）で開催し、55名が参加。第2回目では、県の対策及び今年度の分析結果の報告、分析結
果を基に事業を実施した6市町村の報告を行い、48名の参加があった。

（4）透析を行っていないCKD患者の併存疾患の約50%が生活習慣病であることから、「塩分と
CKD」をテーマにリーフレットを作成し、各市町村、保健所支所に400部ずつ配布。また、世界腎
臓デーに合わせたCKDの普及啓発資材として、「CKDカレンダー2023」を作成し、各市町村、各
保健所支所に100部ずつ配布し、各種業務に活用していただいた。

（5）①各地区のネットワークで、研究会や学術講演会等を実施。高梁、新見CKDネットを新規
構築

②CKDオンライン研修会を計4回実施し、計124名が参加。終了後のアンケート調査では、今後
の業務に非常に役に立つ、やや役に立つと回答した人が平均98.3％と多数を占めており、大
変好評であった。

③27市町村中、6市町村に実施。6市共通の課題としてあげられるCKDの認知度の向上のため、
各市の既存事業の中で、CKDリーフレットの配布やロールアップバナー、懸垂幕の掲出等の普
及啓発活動を継続して行った。

参加した市町村からは、CKDに特化したデータ分析の提供を受け、自市の現状把握をすること
ができた上に、他市の事業を聞くことが出来、大変参考になったとの声があった。また、継続で
参加した市は、助言を受けて実施したCKD認知度調査の分析結果を踏まえて、次年度にアプ
ローチする対象や方法を検討されるとのこと。

■ その他
透析医療施設への調査を基に、県内透析患者の分析を実施し、蓄積したデータを経年で比較。
また、KDBを用いてCKDに関するデータ分析（併存疾患の割合や医療費等）を実施し、市町村
ごとの特色を明らかにした。上記の分析結果に基づき、モデル市町村には、有識者の先生方
から助言・指導をいただいた上で、既存事業の見直しをしていただく。

かかりつけ医、腎臓専門医の医療連携を促進する健康管理ツールである「CKD管理ノート
2019」を県内の医療機関等に配布し、CKD患者の療養指導に活用いただいている。

県民全体のCKDの認知度、意識・知識の底上げのために、普及啓発資材、保健指導資材を多
数作成し、各市町村の事業で活用いただいている。



徳島県のCKD対策の取組状況について

令和元年度
・徳島県慢性腎臓病連携協議会を設置
・徳島県慢性腎臓病病診連携基準を作成

令和２年度
・病診連携基準を周知（全医療機関、市町村へ配布）
・CKD予防連携手帳を作成
・徳島県慢性腎臓病医療連携研修会開催（２５６名参加）

令和３年度
・CKD予防連携手帳を周知（医療機関への配布）
・徳島県慢性腎臓病医療連携研修会開催（１４４名参加）
・慢性腎臓病啓発県民公開講座開催（６９名参加）

令和４年度
・CKD予防連携手帳の活用状況を調査
・徳島県慢性腎臓病医療連携研修会開催（１５３名参加）
・慢性腎臓病啓発県民公開講座開催（１０３名参加）
・協議会において、「徳島県CKDシステムフローチャート」を検討

【徳島県HP】

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kenko/kenko/2014121600047

/



高知県におけるCKD対策の取組み

1. 病診連携の強化
（１）高知県慢性腎臓病（CKD）対策連絡協議会

慢性腎臓病（CKD）診療における病診連携の強化やCKD対策の検討を目的として開催
（２）CKD医療連携研修会

慢性腎臓病（CKD）対策におけるかかりつけ医と腎臓専門医が連携した共同診療体制を充実させ
る目的で、研修会を年１回開催

（３）CKDの診療可能な医療機関調査
かかりつけ医から専門医への紹介時や、県民が医療機関を選択する際の参考となるよう、慢性
腎臓病（CKD）の診療可能な専門医がいる医療機関を県のホームページで公表

2. 新規透析患者調査
CKD対策の効果を経年的に検証するため、県内の新規透析導入患者数及びその属性を把握する

目的で、県内透析医療機関（40施設）を対象に実施。

3. 普及啓発
世界腎臓デーに合わせてテレビ・ラジオ等のメディアで啓発を実施

（参考）上記のCKD対策のほか、本県では、糖尿病性腎症対策を重点課題とし、以下の取組を実施

糖尿病性腎症透析予防強化プログラム（R2～）

モデル地域において、数年後に透析導入が予測される糖

尿病性腎症患者に対して、医療機関と保険者が連携した

生活指導に取り組み、人工透析導入時期の遅延を目指す。



佐賀県におけるCKD対策の取組み

■目 的
地域において住民向け講演会等の開催や医療関係者を対象とした研修等を実施する
ことにより、広くCKDに関する正しい知識を普及し、CKD対策に必要な人材育成等
を図る。

■取組内容
（１）医療従事者研修会

・佐賀県内の医療機関及び市町の保健従事者等を対象に実施
・開催：年１回

（２）CKD啓発キャンペーン
・世界腎臓病デー（３月の第２木曜日）に合わせて普及啓発を実施
・開催：年１回



長崎県におけるCKD対策の取組み （長崎県医療政策課 がん対策班）
R5 .5月

①長崎県糖尿病性腎臓病重症化予防事業推進会議（事務局：国保・健康増進課）

《内容》県版プログラムの推進、重症化予防事業の取組のための連携強化、評価に関する協議

■連携体制の構築

③長崎県CKD・糖尿病対策検討委員会（事務局：医療政策課） ※R4にCKD対策と糖尿病対策を統合

《内容》県医療計画の進捗管理、医療連携体制とCKD・糖尿病対策の推進に向けた総合的な協議

②長崎県糖尿病対策推進会議（事務局：県医師会）

《内容》糖尿病医療連携体制推進、医師の人材育成等 ※国保・健康増進課長・医療政策課長 委員参画

■取組内容

保健事業の推進
・長崎県版糖尿病性腎臓病重症化予防プログラムの推進

・糖尿病性腎症重症化予防セミナーの実施

・かかりつけ医等研修会の実施

・市町へ管理栄養士の人材派遣事業

医療提供・医療連携体制整備
・CKDシールの作成と普及

・健診→かかりつけ医へ、かかりつけ医→腎臓専門医

への紹介基準の普及（チラシ作成等）

・腎臓専門医療機関のリスト作成と周知

■背景
・慢性透析患者数は微増傾向。今後も高齢化により増加の見込み
・人口透析導入の主要原疾患は、糖尿病性腎症が最多
・健診等での要受診者の未受診
・腎臓専門医の地域偏在

■目標
〇健診受診率の向上
〇重症化予防
〇医療連携体制の構築

新規透析
導入患者数
の減少

■今後の方向性
CKD対策と糖尿病対策を連動させ、市町、かかりつけ医、専門医等との効果的な連携体制を構築、推進

国保・健康増進課
医療政策課

連携

連携



鹿児島県におけるCKD対策の取組み

「健康かごしま21」の分野別施策として，CKDの取組みを行っている。

１ 普及啓発の推進
※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，ここ数年県民公開講座の開催は行っていないが，
広報誌への掲載やテレビ出演等，広報媒体を利用し普及啓発活動を行っている。

(1) 県民公開講座の開催
(2) リーフレットの作成・配布
(3) 県広報媒体の活用（令和４年度は，県政広報番組への出演。「知っていますか？CKD」をテーマに
インタビュー形式で，CKDの概要や予防方法，予防の重要性について周知・啓発を行った。）

２ 人材育成の推進
(1) 医療従事者等研修会の開催
(2) 「CKD対策推進研究会in九州2023」において，本県の取組を紹介

３ 発症・重症化予防の推進
(1) CKD予防ネットワークの構築
平成26年度から平成29年度にかけ，14市町において６ネットワーク構築。その後ネットワークの構
築が進んでいなかったが，令和４年度から令和５年度にかけ２市がCKD予防ネットワークを構築。
CKDの早期発見・早期治療に係る体制づくりを推進している。（計16市町村，８ネットワーク）

(2) 「健康かごしま21CKD連携医」の県名簿の作成
CKD予防ネットワークを構築いていない市町村においても，病診連携が図れるよう名簿を作成。


